
2018
（平成 30 年）

２
No.768

【 写真 】市消防出初式（１月 14 日：二里町有田川河川敷）

特
　
集

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

〜
空
き
家
に
つ
い
て
考
え
よ
う
〜



伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

t o p i c s

ト ピ ッ ク ス

22 年ぶりの本市開催で最高のスタート
ＮＨＫのど自慢

　
１
月
７
日
、
市
民
会
館
で
今
年

最
初
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
が
あ

り
、
全
国
に
生
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
の
開
催
は
、
平
成
８
年
以

来
の
22
年
ぶ
り
で
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
は
、
言
わ
ず

と
知
れ
た
日
本
を
代
表
す
る
大
人

気
の
番
組
。
前
日
に
は
、
書
類
審

査
を
通
過
し
た
２
５
０
組
に
よ

り
、
４
時
間
に
も
及
ぶ
予
選
会
が

行
わ
れ
、
選
ば
れ
た
20
組
が
本
選

に
出
場
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
幸
運
に
も
抽
選
に
当

た
っ
た
市
内
外
か
ら
の
観
覧
者
で

座
席
は
埋
め
尽
く
さ
れ
、
番
組
が

始
ま
る
と
大
き
な
手
拍
子
が
会
場

を
包
み
込
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
ゲ
ス
ト
は
堀
内
孝
雄

さ
ん
と
水
森
か
お
り
さ
ん
。
終
始

笑
顔
で
出
場
者
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
出
場
し
た
20
組
の
う

ち
、
何
と
９
組
が
合
格
の
鐘
を
鳴

ら
す
と
い
う
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
、

司
会
の
小
田
切
千
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

も
驚
い
た
様
子
。

　
二
人
の
ゲ
ス
ト
の
歌
に
し
ん
み

り
と
聞
き
ほ
れ
た
あ
と
、
い
よ
い

よ
『
今
週
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
』
が

発
表
さ
れ
る
と
、
場
内
は
割
れ
ん

ば
か
り
の
拍
手
で
最
高
潮
に
。

　
出
場
者
も
観
覧
者
も
、
正
月

早
々
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
、
思

い
出
に
残
る
華
や
い
だ
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

↑番組の終わりに笑顔で手を振る出場者
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特 集

あなたの家は大丈夫？
　　　　　　　　　　　〜空き家について考えよう〜

● 問合先　土木管理課公園・空き家対策係（☎㉓２４８４）

　
近
年
、
全
国
各
地
で
空
き
家
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
伊
万
里
市
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
新
た

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
し
て
空
き
家
が
問
題
に
な

る
の
か
と
い
う
と
、
様
々
な
事
情

に
よ
り
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
空

き
家
が
、
適
正
に
管
理
さ
れ
ず
に

放
置
さ
れ
、
老
朽
化
に
よ
り
荒
廃

し
、
倒
壊
な
ど
し
て
人
に
危
険
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
敷
地
で
は
立
木
や
雑
草
が

茂
り
、
周
辺
の
環
境
や
景
観
を
損

ね
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
皆
さ
ん
の
周

り
に
も
、「
台
風
な
ど
が
来
た
ら
怖

い
な
あ
」
と
か
、「
草
木
が
茂
っ
て

周
囲
に
迷
惑
だ
」
な
ど
と
感
じ
る
、

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
国
は
、
空
き
家
対
策
に
関
す
る

法
律
を
制
定
し
、
自
治
体
レ
ベ
ル

で
の
対
策
の
推
進
を
、
後
押
し
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
各
自
治
体
で
本
格
的
な
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
段
階
に
な
り

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
家
は
大
丈
夫
で
す

か
。
本
市
の
空
き
家
に
関
す
る
現

状
に
つ
い
て
少
し
理
解
を
深
め
、

皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
家
の
将
来

の
こ
と
を
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
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空
き
家
が
増
え
て
い
る

　
少
子
・
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
既
存
の
住
宅
や
建
築
物
の
老

朽
化
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に

伴
っ
て
、
全
国
的
に
空
き
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
も

同
じ
よ
う
な
状
況
で
、
新
た
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
万
里
市
の
詳
し
い
現
状
は
？

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
に
、
市
内
に
あ
る
空
き
家
の
所
在
や

状
態
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査
と
、
空
き
家
の
所
有

者
な
ど
へ
の
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
結
果

か
ら
、
少
し
詳
し
く
現
状
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
総
務
省
の
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
に
よ
る
と
、
全
国
の
空
き
家
の

数
は
、
昭
和
63
年
に
は
３
９
４
万

戸
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
25
年
に

は
８
２
０
万
戸
に
増
加
し
て
い
ま

す
（【
グ
ラ
フ
１
】）。
こ
れ
は
住
宅

総
数
の
13
・
５
㌫
を
占
め
て
お
り
、

お
よ
そ
７
〜
８
戸
に
１
戸
は
人
が

住
ん
で
い
な
い
空
き
家
だ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
昭
和
63
年
の
空
き

家
の
数
は
１
５
９
０
戸
で
し
た

が
、
平
成
25
年
に
は
２
６
３
０
戸

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
住
宅
総
数

に
占
め
る
割
合
は
12
・
２
㌫
で
、

全
国
平
均
は
若
干
下
回
っ
て
い
る

も
の
の
、
同
様
に
高
い
数
値
で
す
。

本
市
の
高
齢
化
率
や
、
既
存
住
宅

の
老
朽
化
の
状
況
な
ど
を
考
え
る

と
、
今
後
急
速
に
増
加
し
て
い
く

こ
と
も
心
配
さ
れ
、
対
策
が
急
が

れ
る
状
況
で
す
。

◆
25
年
で
１
・
65
倍
に

　
一
般
住
宅
（
戸
建
住
宅
）、店
舗
、

店
舗
兼
住
宅
、
長
屋
の
４
種
類
を

対
象
に
、
合
計
１
４
５
１
戸
の
空

き
家
に
つ
い
て
、
所
在
と
状
態
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、【
図
１
】
の
よ

う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
空
き
家
の
分
布
状
況
に

つ
い
て
見
る
と
、
中
心
市
街
地
や

旧
炭
鉱
地
域
に
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
次
に
、
空
き
家
の
状
態
に
つ
い
て

は
、
居
住
可
能
な
も
の
が
３
０
０

◆
空
き
家
の
分
布
と
状
態

戸
、
補
修
に
よ
り
居
住
可
能
な
も

の
が
９
５
２
戸
と
、
ま
だ
住
む
こ

と
が
で
き
る
空
き
家
が
圧
倒
的
に

多
く
、
全
体
の
86
・
３
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
居
住
不
可
能
な
空
き
家

は
、
今
の
と
こ
ろ
１
８
５
戸
、
全

体
の
12
・
７
㌫
で
す
が
、
今
後
は

居
住
可
能
な
空
き
家
が
適
切
に
管

理
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
居
住

不
可
能
な
空
き
家
へ
と
変
わ
っ
て

い
く
の
を
抑
制
す
る
た
め
の
対
策

が
必
要
で
す
。

【 図 １】

全国と伊万里市の空き家の状況（住宅・土地統計調査）【グラフ１】

伊万里市の空き家分布図
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　【
グ
ラ
フ
２
】
は
、各
地
区
（
町
）

ご
と
の
空
き
家
数
と
空
き
家
率
、

高
齢
化
率
を
示
し
た
も
の
で
す
。

空
き
家
率
と
高
齢
化
率
の
折
れ
線

グ
ラ
フ
に
注
目
す
る
と
、
全
体
と

し
て
高
齢
化
率
が
高
い
地
区
（
町
）

は
、
空
き
家
率
も
高
い
と
い
う
傾

向
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
空
き
家
の
分
布
の
状
況
を
状
態

家
を
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
働
き

か
け
る
相
手
が
あ
る
、
あ
る
い
は
、

相
続
関
係
を
整
理
し
、
空
き
家
を

管
理
す
べ
き
人
を
特
定
す
る
方
法

が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
家
屋
に
人
が
住
ま
な

く
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
居

住
者
の
死
亡
や
、
施
設
へ
の
入

所
・
入
院
が
半
数
以
上
を
占
め
て

お
り
、
こ
こ
で
も
高
齢
化
が
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す

（【
グ
ラ
フ
４
】）。
高
い
水
準
で
推

移
す
る
本
市
の
高
齢
化
率
を
考
え

る
と
、
今
後
ま
す
ま
す
空
き
家
が

増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
伊
万
里
地
区
が
65

戸
と
最
多
で
、
次
い
で
立
花
地
区

と
山
代
町
が
32
戸
と
な
っ
て
お

り
、
い
ず
れ
の
状
態
で
も
、
中
心

市
街
地
や
旧
炭
鉱
地
域
に
空
き
家

が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
伊
万
里
地
区
で
は
、
現
在
の
中

心
市
街
地
が
商
業
地
域
と
し
て
栄

え
た
時
代
に
、
集
中
的
に
建
物
が

建
築
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
山
代
町
、
東
山
代
町
、
大

川
町
で
は
、
石
炭
産
業
が
盛
ん
で

あ
っ
た
時
代
に
、
多
く
の
建
物
が

建
築
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
建
物
の
所
有
者
が
高
齢

特 集 　あなたの家は大丈夫？　〜空き家について考えよう〜

◆
高
齢
化
率
と
の
関
係

別
に
見
る
と
、
ま
ず
、
居
住
不
可

能
な
も
の
に
つ
い
て
は
山
代
町
が

51
戸
と
最
も
多
く
、
次
い
で
東
山

代
町
25
戸
、
伊
万
里
地
区
21
戸
、

大
川
町
13
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
補
修
に
よ
り
居
住
可
能

な
空
き
家
で
は
、
山
代
町
２
０
４

戸
、
伊
万
里
地
区
１
２
３
戸
、
東

山
代
町
96
戸
、
大
川
町
86
戸
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
居
住
可
能
な
空
き
家

化
し
、
死
亡
し
た
り
施
設
へ
入
所

し
た
り
、
あ
る
い
は
景
気
低
迷
な

ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

相
続
人
が
市
外
へ
転
出
し
た
り
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
空
き
家
と

な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
実
態
調
査
と
合
わ
せ
て
実
施
し

た
、
空
き
家
の
所
有
者
な
ど
へ
の

意
向
調
査
で
は
、
空
き
家
の
名
義

は
大
多
数
が
本
人
や
親
族
・
関
係

者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（【
グ
ラ
フ
３
】）。
こ
れ
は
、
空
き

◆
意
向
調
査

【グラフ３】

空き家は誰の名義ですか

【グラフ２】 地域ごとの空き家数・空き家率・高齢化率

【グラフ４】

空き家になった理由は

山

代

町

東
山
代
町

二

里

町

松

浦

町

大

川

町

南
波
多
町
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町

黒

川

町
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区
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〔戸〕 〔％〕
居住可能 補修により

居住可能
居住不可能 その他

高齢化率

空き家率

❶住んでいた人が死亡した
ため

❷住んでいた人が施設入所、
入院したため

❸他所へ住宅を新築・購入
し転居したため
❹転勤などで長期不在となっ
たため

❺居住用に取得したがまだ
入居していないため

❻賃借人が転居したため
❼相続等により取得したが居
住する者がいないため

❽相続人が決まらないため
❾その他❺0.5％

❺3.0％

❹2.6％

❹0.8％

❸
12.2％

❸2.6％

❷
19.0％

❷
28.6％

❶
37.9％

❶
65.0％

❾
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❽
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❼
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11.5％

❶本人名義
❷親族・関係者名義
❸売却・譲渡済
❹解体済
❺不明
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市
の
対
策
は
？

　
空
家
法
に
基
づ
き
、
本
市
の
空

き
家
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
・

計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
平
成

29
年
12
月
に
『
伊
万
里
市
空
家
等

対
策
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
実
態
調
査
で
分

か
っ
た
市
内
の
空
き
家
と
そ
の
敷

地
の
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

①
所
有
者
等
の
管
理
の
原
則
、
②

市
民
と
事
業
所
、
行
政
が
連
携
し

た
対
策
の
推
進
、
③
空
家
等
の
予

防
と
対
策
の
３
つ
の
基
本
方
針
を

　
平
成
27
年
に
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
以
下
『
空
家
法
』
と
い
う
。）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
こ
れ
か
ら
市
が
取
り
組
ん
で
い
く
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

◆
空
家
等
対
策
計
画

定
め
、
空
家
等
の
状
態
に
よ
り
段

階
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
居
住
中
の
家
屋
の
所
有
者
な

ど
に
対
し
、
広
報
紙
や
チ
ラ
シ
な

ど
に
よ
り
、
適
正
な
管
理
に
つ
い

て
の
啓
発
や
相
続
登
記
の
働
き
か

け
を
行
い
ま
す
。
空
き
家
と
な
っ

た
家
屋
の
所
有
者
な
ど
に
つ
い
て

は
、
相
談
窓
口
や
解
体
除
却
に
対

す
る
補
助
金
な
ど
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
な

ど
の
利
活
用
を
促
す
た
め
の
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。
著
し
く
危
険

な
状
態
と
な
っ
た
空
き
家
に
つ
い

て
は
、『
特
定
空
家
等
』
に
認
定

し
、
除
却
な
ど
の
措
置
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地

域
住
民
と
事
業
者
、
行
政
が
協
働

し
、
連
携
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

◆
主
な
取
り
組
み

空き家を放置するとどうなるの？

　空き家を危険な状態で長期間放置すると、人や周

辺家屋に被害を及ぼしたり、周囲の環境や景観に悪

影響を与えたりする恐れがあるため、市から『特定

空家等』に認定され、助言や指導などを受けること

になります。

　また、『特定空家等』への認定に伴い、住宅用地の

特例措置が適用されなくなり、固定資産税が増税と
なる可能性があります。

特定空家等とは

以下に該当するような空き家などのことです。

① 倒壊など著しく保安上危険となる恐れがある

② 著しく衛生上有害となる恐れがある

③ 著しく景観を損なっている

④ その他周辺の生活環境の保全のため放置できない

活用してください！空き家情報バンク

　伊万里市空き家情報バンク制度は、空き家の売却

や賃貸を希望する所有者に、協力事業者を通して物

件を登録してもらい、市ホームページに掲載して、

空き家を購入したい人や借りたい人に、情報を提供

するものです。詳しくは問い合わせてください。

● 問合先　伊万里暮らし応援課移住・定住促進係

（　 ☎㉓２１７２）

空き家全般について相談してください

　市は、空き家対策の一環として、相談窓口を開設し

ています。「相談先が分からない」、「維持管理や解体

などについて知りたい」など、空き家全般について

相談に応じます。困ったときは、気軽に利用してく

ださい。内容はあらかじめ整理してご相談ください。

● 相談窓口　土木管理課公園・空き家対策係

（　 ☎㉓２４８４）
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特 集 　あなたの家は大丈夫？　〜空き家について考えよう〜

家の危険度をチェックしてみましょう

（Ａ）倒壊などの危険な状態
・建物が著しく傾斜している□

・屋根、外壁の破損、落下、飛散□

・基礎、擁壁が大きく割れている□

（Ｂ）衛生上有害な状態
・浄化槽などから汚水の流出、

  臭気がある□

・ゴミの放置、不法投棄が

  ある□

・ネズミ、ハエなどの発生□

（Ｃ）景観を損なっている状態
・周辺の景観を阻害している□

・ガラスが多数割れている、

　草木が家全面を覆っている□

（Ｄ）放置することが不適切な状態
・立木や雑草が茂っている□

・動物、害虫が住み着いている□

・門扉、ドアなどの施錠がされていない□

　
適
正
な
管
理
を
す
れ
ば
、
家
屋

の
老
朽
化
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
分
で
管
理
す
る
他
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
管
理

会
社
へ
管
理
を
依
頼
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。

　
危
険
な
空
き
家
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
傷
ん
だ
箇
所
を
修
繕
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
修
繕
が
不
可
能

な
場
合
は
、
早
め
の
解
体
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。
建
築
業
者
や
解

体
業
者
に
相
談
し
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　
人
が
住
ま
な
い
家
は
、
十
分
に

目
が
行
き
届
か
な
い
た
め
、
気
付

危
険
な
空
き
家
に
し
な
い
た
め
に

　
皆
さ
ん
の
家
が
危
険
な
空
き
家
と
な
る
の
を
防
ぐ
に
は
、
ま

ず
は
空
き
家
に
し
な
い
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し

か
し
、
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
空
き
家
の
所
有
者
や
空
き
家
を
相
続
す
る
人
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
適
正
な
管
理

◆
修
繕
や
解
体

か
な
い
う
ち
に
傷
み
が
進
む
も
の

で
す
。
適
正
な
管
理
や
修
繕
が
で

き
な
い
空
き
家
は
、
市
の
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
や
不
動
産
業
者
に
相

談
し
、
賃
貸
や
売
却
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

　
空
き
家
の
相
続
や
管
理
な
ど
に

つ
い
て
、
早
め
に
家
族
や
兄
弟
な

ど
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
危
険

な
空
き
家
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
か

ら
話
し
合
っ
て
い
た
の
で
は
、
費

用
の
問
題
な
ど
で
親
族
間
の
争
い

事
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
司
法
書
士
や
弁
護
士
に

相
談
し
、
相
続
登
記
を
す
る
こ
と

も
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。
空

き
家
の
所
有
者
が
、
意
思
表
示
が

難
し
い
な
ど
の
状
態
で
あ
る
場
合

は
、
成
年
後
見
人
の
選
任
を
依
頼

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◆
相
続
な
ど
の
話
し
合
い

◆
賃
貸
や
売
却

《簡易評価》
▷Ａは１つ以上、またはＢ、Ｃ、Ｄの全てに当てはまる　⇒　危険な状態です。至急、適切な措置を行ってください。
▷Ｂ、Ｃ、Ｄのうち１つでも当てはまる　⇒　該当項目について、早めに適正な対応や管理を行いましょう。
▷全てに当てはまらない　⇒　状態を維持するため、適正な管理を続けましょう。

　
空
き
家
問
題
は
、
決
し
て
他
人

事
で
は
な
く
、
家
屋
の
所
有
者
や

家
屋
を
相
続
す
る
人
は
、
い
つ
か

は
直
面
す
る
問
題
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
家
を
所
有
す
る

る
皆
さ
ん
が
、
所
有
者
と
し
て
の

自
覚
を
持
っ
て
、
早
い
う
ち
か
ら

対
応
を
し
て
お
く
こ
と
が
、
大
変

重
要
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
倒
壊
な
ど
の
危
険
が
あ

る
空
き
家
と
な
っ
て
し
ま
う
と
、

人
や
周
辺
家
屋
へ
被
害
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
、
被
害
が
生
じ
た
場

合
は
、
損
害
賠
償
の
請
求
な
ど
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
相
続
登
記
に
つ
い
て
は
、

何
世
代
に
も
渡
っ
て
未
登
記
の
相

続
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
登
記
が

困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
空
き

家
の
適
正
な
管
理
や
相
続
登
記
、

危
険
な
空
き
家
の
解
体
な
ど
、
子

や
孫
へ
負
の
遺
産
を
残
さ
な
い
よ

う
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

土木管理課
公園・空き家対策係
係長  岸川  修二
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み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

少し緊張した面持ちで式典に臨む新成人

式前日、ソメイヨシノ５本を都川内森林公園（大川内町）に記
念植樹した実行委員（樹木は立花町の大川内 悟さんが寄贈）

市民センターで成人式がありました。式典を企画したのは

各町（地区）代表の新成人で構成された20人の実行委員会。

昨年７月から５回の話し合いを重ね、子育て啓発劇や思い

出のビデオレターなどを取り入れた、自分たちらしい成人

式を作り上げました。今年度は610人が大人の仲間入り。

いつもふるさと伊万里を忘れずに、頑張ってほしいですね。

平成 30 年成人式

決意を新たに大人への第一歩1.7

開式前、会場の外ではあちこちで再会を喜び合う顔が（上４枚）

1.7
新春恒例の招福伊万里えびす祭りが中心商店街で開催さ

れました。宝船に乗った七福神が、開運豆をふるまいなが

ら巡行するパレードでスタート。干
え と

支置物やえびす熊
くま

手
で

な

どの縁起物の販売、車エビやタイ、伊万里牛などが当たる

えびす祭り抽選のほか、えびすさんを探すスタンプラリー

などが行われ、家族連れなど多くの人でにぎわいました。

第 29 回招福伊万里えびす祭り

今年の『招福』を願って

宝船に乗った七福神が、開運豆をふるまいながらパレード

｢ 大当たり！ ｣ の声に思わすガッツポーズ まちなかに点在するえびすさんを探すスタンプラリー

82018.2広報伊万里



み ん な の 広 場

1.14

新春かるた会

冷静さと俊敏さで白熱の勝負

昔ながらの遊びを通して日本の伝統文化などを知ってもら

おうと、図書館フレンズいまりが主催した新春かるた会が

市民図書館でありました。幼児から大人まで約50人が参

加し、学年などで分かれて競技開始。いつの間にか集中し

て引き込まれてしまう『かるた遊び』の魅力に捕われ、参

加者は、時が経つのも忘れて真剣勝負を楽しんでいました。

一瞬の差で勝負が決まります

↑取ったかるたを嬉しそうに見せる女の子

↑全国大会で見事なマーチングを披露する伊万里中学校吹
奏楽部

12.16

さいたまスーパーアリーナで開催されたマーチングバンド

全国大会に、伊万里中学校吹奏楽部が出場しました。マー

チングは隊形を組んで動きながら管楽器や打楽器を演奏す

るもので、旗や大道具を使った演技も加わります。練習

を重ね、九州代表として堂々とした演奏・演技を披露し

た同吹奏楽部。小編成の部で見事に銀賞を獲得しました。

第 45 回マーチングバンド全国大会

伊万里中学校吹奏楽部が銀賞

1.7

啓成中学校・伊万里中学校と伊西地区の５つの高校（伊

万里商業、有田工業、敬徳、伊万里農林、伊万里）が、

11 月３日から１月８日にかけて駅通り商店街の空き店

舗などを活用した『スクールチャレンジ交流館』を開

きました。作品の展示・販売や活動の紹介など、各校

の特徴を生かした出展内容で来館者をもてなしました。

スクールチャレンジ交流館

学生の力で商店街ににぎわいを

↑書道パフォーマンスを行った伊万里高校

1.14

二里小学校グラウンドで伊万里市消防出初式がありまし

た。市内 11分団から 738 人が参加。通常点検や分列行

進で日頃の訓練の成果を披露したほか、消防団協力事業所

への感謝状贈呈や永年勤続表彰などが行われました。式

典終了後には、有田川河川敷で小型ポンプによる 100口

一斉放水が行われ、火災や災害がないよう祈願しました。

平成 30 年伊万里市消防出初式

災害に強い地域づくりへ気持ちを新たに

整然と分列行進を行う団員

↑ラッパ隊による演奏も披露されました
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ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
３
人
の
高
齢
者
を
、

塚
部
芳
和
市
長
が
訪
問
し
、
記

念
の
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
12
月
21
日
に
訪
問
し
た
吉
富

ト
ラ
ヨ
さ
ん
は
夫
と
と
も
に
農

業
に
励
み
、
と
て
も
働
き
者
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
他
人
の
こ
と
を

悪
く
言
わ
な
い
や
さ
し
い
人
柄

で
、
誰
か
ら
も
好
か
れ
る
よ
う

な
性
格
で
す
。
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、
長
年
農
業
に
精
を
出
し
て

い
た
お
か
げ
で
体
が
丈
夫
な
こ

と
と
、
好
き
嫌
い
を
せ
ず
何
で

も
食
べ
る
こ
と
。
百
歳
を
迎
え

た
感
想
を
聞
か
れ
る
と
、｢

メ
ダ
ル

を
も
ら
っ
て
う
れ
し
い｣

と
、
し
っ

か
り
と
し
た
口
調
で
受
け
答
え
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
５
日
に
訪
問
し
た
井
手

ユ
キ
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
に
起
き

た
水
害
の
時
に
倒
壊
し
た
家
の
下

敷
き
に
な
り
、
九
死
に
一
生
を
得

た
経
験
が
あ
る
そ
う
で
す
。
今
の

楽
し
み
は
ひ
孫
の
成
長
と
習
字
だ

と
い
う
ユ
キ
さ
ん
。
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

を
聞
く
と
、｢

何
と
言
っ
て
も
家

族
の
支
え
。
家
族
が
良
く
し
て
く

れ
て
私
は
本
当
に
幸
せ
者
で
す
。｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
家
族
や
親
戚
、
近
所
の
人
な

ど
大
勢
の
人
が
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
、
笑
い
声
の
絶
え
な
い
に
ぎ
や

か
な
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
16
日
に
訪
問
し
た
𠮷
原

ス
ミ
子
さ
ん
は
、
若
い
頃
、
夫
と
と

も
に
旧
満
州
で
暮
ら
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
帰
国
後
も
電
気
関
係
の
仕

事
を
し
て
い
た
夫
を
支
え
、
子
育
て

や
家
事
な
ど
を
し
な
が
ら
家
庭
を

守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
人
と
話
す

こ
と
が
好
き
で
、
よ
く
冗
談
を
言
っ

て
周
り
を
楽
し
ま
せ
て
お
ら
れ
た

と
か
。
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、
好
き

嫌
い
な
く
よ
く
食
べ
る
こ
と
。
肉

料
理
や
刺
身
が
好
物
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
日
は
家
族
や
入
所
す
る
施
設

の
職
員
な
ど
に
囲
ま
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

吉
原 

ス
ミ
子 

さ
ん

（
大
坪
町
白
野
）

吉
富 

ト
ラ
ヨ 

さ
ん

（
二
里
町
中
田
）

井
手 

ユ
キ 

さ
ん

（
松
浦
町
藤
川
内
）

吉富 トラヨさん井手ユキさん𠮷原 スミ子さん

山や
ま

峡か
い

の  

せ
せ
ら
ぎ
を
聴き

く  

梅う
め

日び

和よ
り

凍い

て
し
湖こ

の  

水み
な

面も

に
落お

つ
る  

ひ
と
ひ
ら
の

　
　
　
　
　
雪ゆ
き

が
ふ
はわ

り
と  

吸す

ひい

込こ

ま
れ
ゆ
く

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

中
倉
　
文ふ
み

枝え

伊
万
里
白
露
短
歌
会

米よ
ね

岡お
か

す
み
れ
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３
歳
に
な
り
、
少
し
ず
つ
自
立

し
て
き
て
頼
も
し
く
思
っ
て
る
よ

♪
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
の

人
と
関
わ
っ
て

刺
激
を
受
け

て
、
の
び
の
び

と
育
っ
て
ね
♥

ほ が ら か ペ ー ジ

Y O U N G  W A L K E R

草野 京介 さん

◆ 伊万里市農業協同組合
（立花町）

◆ 平成 26 年４月入社

(22 歳・東山代町東大久保 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
穀
類
の
販
売
を
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は
　
担
当

地
区
の
範
囲
が
広
い
の
で
、
運

転
時
間
が
長
い
こ
と
で
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
と
に
か
く
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
と
、
失
敗
を
恐
れ
な
い
こ
と

で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は
　
伊
万
里
産

長
粒
米
『
ホ
シ
ユ
タ
カ
』
を
全

国
的
に
有
名
に
し
た
い
で
す

◇
趣
味
　
映
画
鑑
賞
・
野
球

◇
市
民
へ
一
言

　
若
い
人
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
若
者
の
意
見
を
大
切
に
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う

ア ル バ ム

我が家の

山口 優
ゆ

心
こ

さん

＊昭
あき

生
お

・愛
めぐみ

さんの次女

＊南ヶ丘

(     )３歳
１か月

　
私
は
お
買
い
物
ご
っ
こ
を
す

る
の
が
大
好
き
♡
幼
稚
園
で
は

お
と
な
し
く
し
て
る
け
ど
、
家
で

は
家
族
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と

が
大
好
き
な
の
♬
最
近
は
ひ
ら
が

な
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
、
か
る
た
遊
び
に
夢
中
だ
よ
★

食育ワンポイント

〜 中里保育園 〜
食育活動を紹介

市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、市内保育園などで取り組んでいる食育活動を紹介します。

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係
（ 　☎㉓２１１４）

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

一年を通して食や農と触れ合い

餅つきやピザ作りに挑戦

餅つきの由来　ひな祭りのひし餅や端午の節句の柏餅など、重要な行事のたびに餅が登場するように、
日本人はめでたい日に餅を食べる習慣があります。元来、餅は、各家庭に新年の幸せをもたらすために
高い山から降りてくる、年神様という神様に供えるものでした。餅つきは、米の収穫を神様に感謝し、
神様に供えるのと同じ餅をみんなで食べて、神様の力を分けてもらうという意味合いがあります。

お餅のピザをたくさん作ったよ

　12 月、年長児は石臼での餅つきにチャレン
ジ。大人に手を添えてもらいながらペッタン、
ポッタンと杵でつきました。もち米からお餅
に変わっていく様子に目を輝かせていた子ど
もたち。つきたてのお餅はフワフワで温かく

難しかったけどちゃんとお餅になりました

「赤ちゃんのほっぺみたい」と言いながら小さな手で丸め、
きな粉やあんこをつけてたくさん食べました。
　1月のクッキングは『もちピザ』。薄く切った餅に玉ねぎ、
ピーマン、トマト、チーズをトッピングすると、子どもた
ちの大好きなピザに変身。苦手な野菜もペロリと平らげま
した。一年を通して、野菜の栽培や収穫、クッキングなど
色々な活動をする中で、食や農と触れ合い、『自然を大切
にする心』や『思いやり・感動・好奇心』が芽生えたので
はないかと思います。いっぱい食べて大きくなあれ。
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ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

２月の市民スポーツ

３日（土）
● 市教育長杯　小学生スポー

ツ・チャレンジ・ゲーム
　午前８時 30 分開会

 立花小学校体育館
４日（日）
● 市オープンテニス大会
　午前９時開会　国見台庭球場
● 市長杯バスケットボール大会
　午前８時 30分開会

　国見台体育館
16 日（金）〜 18 日（日）
● 郡市対抗県内一周駅伝大会
　県内一円（伊万里市通過：17 日）
　《市内中継所の通過予定時刻》
　▷市民センター前
　　２日目前半ゴール

午前 11 時 30 分
　　再スタート　午後１時
　▷南波多小・中学校入口

午後 1 時 25 分
17 日（土）
● 九州物産杯争奪グラウンド・

ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会 

国見台陸上競技場ほか
18 日（日）
● 伊万里オープンバドミントン

大会
　午前９時開会　国見台体育館
● スポーツ少年団剣道交流大会
　午前９時開会　国見台武道館
25 日（日）
● 県少年バレーボール武雄新人

大会
　午前８時 30 分開会

 国見台体育館

※ ハーフ（21.0975㌔）と 10㌔は、日本陸連公認コース
※ 氏名・所属欄の網掛け・太字は、伊万里市の参加者（大会冊子による）
※ 所属欄の（　）は、所属チームなしのため参加者の居住地を表記
※ 記録欄の太字は、大会新記録

順 氏　名 所　属 記　録

ハーフ・一般男子（18 〜 39歳）の部

① 溝田　槙悟 戸上電機製作所 1：07：19

② 四辻　剛 トヨタＳＣ 1：07：33

③ 出雲　一真 戸上電機製作所 1：07：41

ハーフ・一般男子（40 〜 49歳）の部

① 山田　吉秀 舞鶴ランニングクラブ 1：14：01

② 廣瀬　史明 （福岡県） 1：14：05

③ 麻生　英一 ハンモック 1：14：33

ハーフ・一般男子（50 〜 59歳）の部

① 谷口　寛和 福岡陸協 1：16：24

② 北里　信雄 直鞍クラブ 1：18：54

③ 松野下節八 九州電力 1：22：28

ハーフ・一般男子（60歳以上）の部

① 柿本　潔 奥岳山の会 1：28：45

② 財前　廣和 ランニングドリーマー 1：28：59

③ 島田　義三 （福岡県） 1：32：54

10㌔・高校男子の部

① 大野　裕貴 鳥栖工業高校 0：32：25

② 高瀬　智 （福岡県） 0：32：31

③ 山﨑晃志郎 唐津工業高校 0：33：23

10㌔・一般男子の部

① 上野　剛士 唐津市役所 0：32：02

② 八木　真吾 陸自大村ＲＣ 0：32：41

③ 村川　恵太 波佐見町役場 0：33：06

３㌔・中学男子の部

① 山口　大雅 啓成中学校 0：09：31

② 宮副　雅生 東陵中学校 0：09：33

③ 中里　琉斐 （玄海町） 0：09：35

３㌔・壮年男子（40歳以上）の部

① 樋口　修央 東彼杵 0：09：34

② 松本健二郎 鹿島藤津地区衛生施設組合 0：10：04

③ 林　聖史 玄海体協 0：10：13

順 氏　名 所　属 記　録

ハーフ・一般女子（18 〜 39歳）の部

① 吉冨　博子 メモリード 1：15：28

② 俵　千香 ＴＥＡＭ Ｒ×L 1：18：34

③ 花田　まり （福岡県） 1：25：22

ハーフ・一般女子（40 〜 49歳）の部

① 酒見のりこ 佐賀少年刑務所 1：25：39

② 吉田　広美 スカイトレイル 1：26：27

③ 内田るみ子 サクラヘアＲＣ 1：31：40

ハーフ・一般女子（50 〜 59歳）の部

① 北村　文恵 ミリカＡＣ 1：27：47

② 平井　貴子 諫早ＪＣ 1：41：10

③ 宮川　裕子 大濠ランナーズ 1：41：56

ハーフ・一般女子（60歳以上）の部

① 那須　博美 ＢＥＬＩＥＶＥ 1：48：11

② 武内　章子 大濠ランナーズ 1：48：25

③ 光井　寛子 Ｔｅａｍ Ｍ 1：51：42

10㌔・一般女子の部

① 下村亜夕美 （鹿児島県） 0：42：53

② 淡田　優里 （長崎県） 0：42：57

③ 前田　美樹 有田陸協 0：43：28

３㌔・中学女子の部

① 野口ののか 伊万里中学校 0：10：42

② 井上　花歩 下山門中 0：11：08

③ 堀田　佳奈 啓成中学校 0：12：13

３㌔・高校女子の部

① 塚部穂乃佳 伊万里高校 0：11：04

② 山口　桜 伊万里高校 0：11：20

③ 伊藤菜々美 早稲田佐賀高校 0：11：39

３㌔・一般女子の部

① 山口有里沙 ひらまつ病院 0：10：49

② 吉井　香織 ひらまつ病院 0：10：56

③ 吉崎美由貴 （伊万里市） 0：12：41

第
３
回 

伊
万
里
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

●

期
　
日
　
12
月
17
日

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

◆
市
内
チ
ー
ム
の
上
位
成
績

《
Ｃ
ク
ラ
ス
》

▽
優
　
勝
　
伊
万
里
ク
ラ
ブ

伊万里ハーフマラソン 2018 成績

● 期　日　１月８日　　　● 場　所　市民センター周辺ほか
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

は
、
そ
の
後
何
度
か
に
分
け
て

海
面
を
埋
め
立
て
、
塩
田
を
拡

大
す
る
ほ
ど
製
塩
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
唐
津
藩

領
の
黒
川
町
で
も
塩
田
が
開
か

れ
、
１
６
４
６
年
（
正
保
３
年
）

に
塩
屋
村
が
で
き
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
伊

万
里
湾
は
、
海
上
交
通
の
要
所

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
一
次

産
業
の
場
と
し
て
も
重
要
な
意

味
合
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

伊
万
里
湾
の
生
産
活
動

　
　
　
　
　
〜
漁
業
と
製
塩
〜

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

郷

土

の

文

化

財

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
伊
万

里
湾
内
に
お
け
る
生
産
活
動
に

つ
い
て
も
克
明
な
記
録
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
伊
万
里
津
内
で
は
主
に
商
船

の
出
入
り
や
佐
賀
藩
の
港
湾
管

理
が
目
を
引
き
ま
す
が
、
唐
津

藩
領
だ
っ
た
現
在
の
黒
川
町
や

波
多
津
町
に
面
し
た
海
（
黒
川

浦
・
畑
津
浦
）
で
は
漁
業
が
主

な
生
業
と
し
て
営
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　
黒
川
浦
と
畑
津
浦
の
漁
業
に

つ
い
て
は
運
上
（
事
業
税
）
に

関
す
る
資
料
か
ら
、
そ
の
種
類

が
伺
え
ま
す
。
ど
ち
ら
の
浦
も

網
を
用
い
た
漁
業
が
約
９
割
を

占
め
、
そ
の
ほ
か
は
釣
漁
業
の

み
で
し
た
。

　
ま
た
、
佐
賀
藩
領
だ
っ
た
牧

島
地
区
の
瀬
戸
町
や
東
山
代
町

の
長
浜
で
は
、
17
世
紀
初
頭
に

塩
田
を
開
き
、
製
塩
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
区
で

　
伊
万
里
湾
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
⑦

↑瀬戸町塩田創設時の堤防築造記

念の石
せき

祠
し

（２基は塩
しお

竈
がま

六
ろく

社
しゃ

祠
し

）

『
生
き
る
力
』
を

育
む
た
め
に

市
教
育
研
究
大
会

佐
賀
の
良
さ
を日

本
語
で

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　
12
月
25
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

第
55
回
伊
万
里
市
教
育
研
究
大
会

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
教

育
委
員
会
と
市
教
育
研
究
会
が
、

子
ど
も
た
ち
の
『
豊
か
に
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
く
力
』
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
会
員
発
表
で
は
、
山
代
西
小
学

校
の
吉
永
啓
子
教
諭
が
、
学
校
図

書
館
司
書
と
の
関
わ
り
で
、
良
い

変
化
が
現
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
例

な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
図
書
館

を
活
用
し
た
教
育
の
成
果
や
課
題

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
教
職
員
に
と
っ
て
、

研
修
の
深
ま
る
興
味
深
い
事
例
発

表
と
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
17
日
、市
民
図
書
館
で
『
外

国
人
に
よ
る
　
佐
賀
さ
い
こ
う
！

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
』

が
あ
り
ま
し
た
。
多
文
化
共
生
に

よ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う

と
、
県
国
際
交
流
協
会
が
主
催
し

て
い
る
も
の
で
、
本
市
で
は
初
め

て
の
開
催
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
や

中
国
人
な
ど
県
内
で
生
活
し
て
い

る
外
国
人
13
人
が
登
壇
。
佐
賀
の

魅
力
や
故
郷
と
の
違
い
な
ど
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
っ
た
こ
と

を
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
の
県
内
在
住
の
外
国

人
は
５
１
４
０
人
。
対
前
年
比
で

13
・
３
㌫
増
え
て
お
り
、
全
国
１

位
の
増
加
率
で
す
。

↑自国と佐賀の違いなどについて話
すインドネシアのアルディさん

↑会員発表の様子

13 2018.2広報伊万里



i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

議
会
の
議
決
を
受
け
た
も
の
で
す
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
委
員
　
鈴
山
幸
子
氏
の
任
期
が

平
成
29
年
12
月
31
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
山
口
萩
月

氏
を
任
命
し
た
も
の
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
、
７
億
３
９
８
３
万
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

２
６
６
億
１
６
１
１
万
９
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
移
住
・
定
住
促
進
事
業３９

０
万
円

▽
市
長
選
挙
執
行
事
業３

１
８
万
円

　
平
成
29
年
伊
万
里
市
議
会
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
１

日
か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、

条
例
議
案
８
件
、
一
般
議
案
13
件
、
予
算
議
案
８
件
、
意

見
書
案
１
件
の
審
議
、
ま
た
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は
、
原

案
ど
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

上
限
を
５
０
０
円
と
す
る
と
と
も

に
、
中
央
駐
車
場
と
駅
前
駐
車
場

に
駐
車
料
金
の
割
引
制
度
を
導
入

す
る
た
め
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
公
営
住
宅
法
の
改
正
に
伴
い
、

認
知
症
患
者
な
ど
の
収
入
申
告
義

務
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
引
用

す
る
条
文
を
整
理
す
る
た
め
、
改

正
し
た
も
の
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
今
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で

の
３
か
年
の
継
続
事
業
と
し
て
施

工
す
る
、
伊
万
里
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

汚
泥
資
源
化
シ
ス
テ
ム
構
築
工
事

の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、

■
市
立
義
務
教
育
学
校
の
設
置
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

　
義
務
教
育
学
校
を
設
置
す
る
こ

と
に
伴
い
、
関
係
す
る
11
条
例
の

条
文
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

■
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け

入
れ
対
象
学
年
を
全
学
年
に
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
の
名

称
と
位
置
を
整
理
す
る
た
め
、
改

正
し
た
も
の
で
す
。

■
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
中
央
駐
車
場
の
駐
車
料
金
に
つ

い
て
、
１
日
（
24
時
間
）
料
金
の

条
例
議
案

平
成
29
年
第
４
回
定
例
会

議

会

報

告

▽
障
害
児
通
所
給
付
事
業

３
８
６
６
万
円

▽
健
康
診
査
事
業
　 

７
９
２
万
円

▽
中
山
間
地
域
農
業
集
落
活
動
支

援
事
業
　
　
　
　
　 

　
76
万
円

▽
農
地
集
積
・
集
約
化
事
業

２
９
６
万
円

▽
創
業
支
援
事
業
（
合
宿
型
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
事
業
費

補
助
金
）　
　
　
　  

　
50
万
円

▽
駅
ビ
ル
機
能
強
化
事
業２

６
４
万
円

▽
中
学
校
要
保
護
・
準
要
保
護
生

徒
就
学
援
助
事
業
（
新
入
学
学

用
品
費
の
単
価
引
き
上
げ
、
入

学
年
度
前
の
支
給
開
始
）

２
８
９
万
円

　
次
の
意
見
書
は
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
お
よ
び
国

土
交
通
大
臣
に
提
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■
『
道
路
整
備
の
推
進
』
と
『
道

路
財
特
法
に
お
け
る
補
助
率
等

の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続
』
に
関

す
る
意
見
書

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
13
人
の
議
員
か
ら
33
項
目
に

及
ぶ
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た

意
見
書

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

一
般
議
案

予
算
議
案
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イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

⑴ 

第
２
期
伊
万
里
市
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン

　
21
後
期
計
画
（
案
）・
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

　
（
案
）

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パブリックコメント案内

◆意見提出をお願いする資料
⑴第２期伊万里市いきいき健康づくりプラン 21

後期計画（案）・データヘルス計画（案）
⑵第５期伊万里市障害福祉計画（案）
⑶伊万里市住生活基本計画（案）
⑷伊万里市総合計画策定条例（案）

◆意見募集期間
⑴２月９日（金）〜３月４日（日）
⑵２月９日（金）〜３月８日（木）
⑶２月 16 日（金）〜３月 12 日（月）
⑷２月１日（木）〜 19 日（月）
※⑷は平成 30 年第１回定例会に上程するため、

意見募集期間を短縮しています。

◆案の公表場所・入手先
①情報広報課市民サービス係、または次の課
　⑴健康づくり課
　⑵福祉課
　⑶都市政策課
　⑷企画政策課
②各町（地区）公民館または市民図書館
③市ホームページ  http://www.city.imari.saga.jp/

◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法により提出してください。
①メール
　⑴ kenkouzukuri@city.imari.lg.jp
　⑵ fukushi@city.imari.lg.jp
　⑶ toshiseisaku@city.imari.lg.jp
　⑷ kikaku@city.imari.lg.jp
②郵　便
　⑴〒 848-0045
　　伊万里市松島町391 番地１
　　伊万里市役所　健康づくり課
　⑵〒 848-8501
　　伊万里市立花町1355番地１
　　伊万里市役所　福祉課
　⑶〒 848-8501
　　伊万里市立花町1355番地１
　　伊万里市役所　都市政策課
　⑷〒 848-8501
　　伊万里市立花町1355番地１
　　伊万里市役所　企画政策課
③直接提出　案の公表場所・入手先①または ②
④ファックス
　⑴ ㉒３９７０
　⑵ ㉒７６５０
　⑶ ㉒４５６２
　⑷ ㉒７２１３

◆問合先
　⑴健康づくり課健康推進係（　 ☎㉒３９１６）
　⑵福祉課社会福祉係（　 ☎㉓２１５６）
　⑶都市政策課建築住宅係（　 ☎㉓２４６４）
　⑷企画政策課企画係（　 ☎㉓２１２４）

　
市
で
は
、
平
成
25
年
度
に
策
定

し
た
『
第
２
期
伊
万
里
市
い
き
い

き
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
21
』
に
基

づ
き
、
市
民
が
生
涯
を
通
し
て
心

身
と
も
に
健
や
か
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く

り
プ
ラ
ン
21
の
現
計
画
の
前
期
期

間
が
今
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、

中
間
評
価
を
行
う
と
と
も
に
後
期

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
が

終
了
す
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
プ

ラ
ン
21
の
後
期
計
画
と
あ
わ
せ

て
、
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
も

の
で
す
。

⑵ 

第
５
期
伊
万
里
市
障
害

　
福
祉
計
画（
案
）

　
こ
れ
か
ら
の
障
害
福
祉
は
、
障

害
の
あ
る
人
の
自
立
し
た
生
活
を

支
援
し
、
す
べ
て
の
人
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
計

画
の
期
間
が
今
年
度
で
終
了
す
る

た
め
、
市
で
取
り
組
む
べ
き
障
害

者
に
関
す
る
施
策
の
新
た
な
実
施

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。
な

お
、
計
画
は
、
各
年
度
に
お
け
る

指
定
障
害
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
見
込

み
量
と
数
値
目
標
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。

⑶ 

伊
万
里
市
住
生
活
基

　
本
計
画
（
案
）

　
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
や
高
齢

者
世
帯
が
安
心
し
て
住
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、『
伊
万
里
市
住
生
活

基
本
計
画
』
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

現
計
画
の
期
間
が
今
年
度
で
終
了

す
る
た
め
、
新
た
な
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
市
内
の
住
生
活

を
取
り
巻
く
環
境
や
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
今
後

の
住
生
活
に
関
す
る
課
題
な
ど
の

抽
出
を
行
い
、
基
本
目
標
と
そ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策
の

見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
。

⑷ 

伊
万
里
市
総
合
計
画

　

策
定
条
例
（
案
）

　
市
の
す
べ
て
の
計
画
の
最
上
位

の
計
画
で
あ
る
総
合
計
画
は
、
地

方
自
治
法
で
基
本
構
想
の
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

法
律
の
改
正
に
よ
り
市
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
市
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針
や

ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
な
展
望
を

示
す
計
画
と
し
て
基
本
構
想
の
策

定
は
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
策

定
な
ど
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
『
伊
万
里
市
総
合
計
画
策

定
条
例
』
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
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も え る ご み

伊
万

里
市

広 告 １
広 告 ２
広 告 ３

行政区

氏　名

● 掲載（店頭販売）開始時期　９月（予定）
● 応募方法　市広告掲載取扱要領を確認し、応募用紙

に広告の原稿を添えて提出してください。
※要領および応募用紙は、環境課に備え付けています。

また、応募用紙は市のホームページからダウンロー
ドすることもできます。

※法令に違反するものや政治性、宗教性のあるものは掲
載できないなど、広告内容には一定の制限があります。

● 募集期限　３月２日（金）
● 応募・問合先　環境課リサイクル推進係

（　 ☎㉓２１４５）

インフォメーション

　今年も市・県民税の申告時期になりました。市・県民税
については、納税者による申告や勤務先からの給与支払
報告などによって皆さんの税額を計算し、納税をしてい
ただくことになります。
　市・県民税申告が必要な人は、申告書を期限内に提出
してください。

申告受付期間
２月20 日（火）～３月15 日（木）

● 郵送・問合先　税務課市民税係（　 ☎㉓２１４８）

■市役所での申告受付時間
　平日の午前９時 30 分～午後４時（土・日曜日を除く）
　※ 火・木曜日のみ午後７時までです。
■公民館などでの申告受付時間は、午後３時までです。

● 所得税の確定申告期間
　２月 16 日（金）～３月 15 日（木）
● 消費税の確定申告期限
　４月２日（月）
● 確定申告相談会場の開設
　２月 16 日（金）～３月 15 日（木）
　午前９時〜午後４時

伊万里税務署での申告受付

申告書作成は、自宅などから国税庁ホームページの
『確定申告書等作成コーナー』を利用してください。

伊万里税務署（☎㉓３１４７）へ電話をかけると、
自動音声応答による案内を行います。相談内容に応
じて該当の番号を選択してください。

確定申告を行う場合は、ふるさと納税のワンストッ
プ特例制度は適用できません。特例制度の申請を
行ったふるさと納税分を含めて寄附金控除に関する
事項を確定申告書に記載してください。この場合、
寄付をした自治体から交付を受けた領収書などの添
付または提示が必要です。

確定申告などに関する相談の電話受付

ふるさと納税のワンストップ特例制度を申請した人

e-Tax（所得税の電子申告）を利用しての確定申告

正しく、お早めに　市・県民税の申告　〜自分で作成、自分で確認〜

 税務署からのお知らせ

詳しくは、この広報伊万里２
月号と一緒に配布している『分
かりやすい市・県民税申告の
手引き』で確認してください。

※あなたが市・県民税申告が必要かどうかは、手引き２ペー
ジのフローチャートで確認できます。市・県民税申告が
必要となった人は、手引きを参考に申告書を作成してく
ださい。また、作成する際は、確認のために自身の税額
について計算をしてみてください。

あなたの会社・団体をＰＲしませんか

市指定ごみ袋に掲載する広告を募集します

● 掲載箇所
　平成 30 年度中に作製する『市指定ごみ袋』の『可

燃物用（大）』145 万枚（予定）
● 掲出規格
　１枠＝縦６× 横 36 センチメートル、青色１色刷り
● 募集枠数　３枠（右上のイラストのとおり）
※応募は原則１枠（応募数が少ない場合、２枠以上の

掲載も可）
※応募多数の場合、市広告掲載取扱要領に基づき、市

で選考します。
● 掲載料（年額）　１枠 10 万円

● 問合先　伊万里税務署（☎㉓３１４７）
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インフォメーション

● 時　間　午前８時30分開会
● 場　所　国見台体育館ほか
● 種　目　ソフトバレーボール、ペタンク
● 対　象　市内に住む小学生以上
● 参加料　１チーム 500 円
※ソフトバレーボールは１チーム４〜６人、ペタ

ンクは１チーム３人か４人

● 時　間　午前９時開会　※ 雨天中止
● 場　所　国見台陸上競技場
● 種　目　キッズランなど４種目
※ 詳細は市ホームページなどで確認してください
● 対　象　市内に住む３歳児〜小学２年生の親子
● 参加料　無　料

さわやかスポーツ・レクリエーション祭 伊万里っ子・キッズスポーツフェスティバル

《共通事項》
● 応募方法　体育保健課または各町公民館に備え付けている申込用紙に必要事項を記入し、申し込んでください。
※ さわやかスポーツ・レクリエーション祭は参加料を添えて申し込んでください。
● 募集期限　３月５日（月）
● 応募・問合先　各町（地区）公民館、体育保健課スポーツ振興係（　 ☎㉓３１８７）

３月 21 日 祝水・

参加者募集
　伊万里スプリングスポーツデイ

伊万里の豊かな食材や、食育と健康づくりに対する理解を深め、食を生かした元
気なまちづくりを推進するため、『食のまちづくりフォーラム』を開催します。

■味わい物産展〔講堂〕　
▷特産品などの試食・販売
　クッキーなどの菓子類、黒米関連食品、総菜類 など
■健康コーナー〔会議室〕
▷歯科相談（歯磨き指導、虫歯検査、かむ力検査など）
▷健康相談（血圧・体脂肪測定）
▷食のバランス診断
▷終末糖化産物ＡＧＥ測定

■食育体験コーナー〔調理実習室など〕
▷野菜の重さ当てクイズ　▷絵本・紙芝居読み聞かせ
▷親子でおはぎづくり体験（要予約、30人、参加料無料）
▷酵素マイエンザづくり体験（要予約、約 20 人、参加料 100 円）
■満腹コーナー〔研修室（和室）〕午前 11 時 30 分〜
▷豚汁（無料、無くなり次第終了）
▷うどん（１杯 250 円、限定 200 杯）
■お楽しみ抽選会（正午・午後２時）〔講堂〕
　伊万里の特産品などが当たります。

多彩なイベントを開催【午前 11 時〜午後２時 30 分】

２月25 日（日）
午前 10 時〜午後２時30分

伊万里公民館
◇午前 10 時 オープニング
 園児によるダンス （大坪保育園）
◇ 事例研究発表
 発表者：伊万里農林高校など

● 申込・問合先　まちづくり課まちづくり推進係（　 ☎㉓２１１４）

●

職
務
内
容
　
事
務
補
助

●

募
集
人
数
　
３
人

●

応
募
資
格
　
次
の
①
か
ら
③
全

　
て
に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
６

級
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
か
ら

Ｂ
、
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

②
介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が

可
能
な
人

③
口
頭
に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応

が
で
き
る
人

●

勤
務
条
件
　
月
曜
〜
金
曜
日

（
週
５
日
勤
務
）
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
う

ち
、
６
時
間
、
７
時
間
、
７
時

間
45
分
勤
務
の
い
ず
れ
か

●

賃
　
金
　
時
給
８
０
５
円
〜

８
３
１
円

●

保
険
関
係
　
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険
を
取
得

●

雇
用
期
間
　
４
月
１
日
〜
平
成

31
年
３
月
31
日
（
更
新
あ
り
）

●

受
付
期
限
　
２
月
20
日
（
火
）

●

応
募
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

通
じ
応
募
し
て
く
だ
さ
い

●

面
接
試
験
　
後
日
応
募
者
に
通

知
し
ま
す

●

問
合
先
　
総
務
課
職
員
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
７
）

障
害
者
を
対
象
に
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す

食のまちづくりフォーラム

◆ 当日は、主に生活習慣病に関する公開講座が同時開催されます。　場所：市民センター　時間：午前 11 時〜午後３時
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● 問合先　▷長寿社会課医療保険係（　 ☎㉓２１５３）

　　　　　▷佐賀県後期高齢者医療広域連合業務課給付係（☎０９５２◯８４７６）

　『ジェネリック医薬品（後発医薬品）に関するお知らせ』を年２回、対象者に郵送しています。これは、現在服用
している薬をジェネリック医薬品に切り替えると、薬代の自己負担額をどのくらい軽減できるかを試算して通知す
るものです。なお、通知は切り替えを強制するものではありません。

ジェネリック医薬品に切り替えると薬代が安くなる場合があります

64

■ジェネリック医薬品とは
ジェネリック医薬品は、最初に作られた薬（先発医薬品）
の特許が切れた後に販売される医薬品です。先発医薬品
と同等の有効成分・効能・効果を持つ医薬品ですが、まっ
たく同一ではありません。ジェネリッ
ク医薬品を希望する場合、まずは、
かかりつけの医師や薬剤師に相談し
てください。

１人に１冊『お薬手帳』
　　複数の病院で処方された薬を１冊の『お薬手帳』にまとめることで、薬の重複や飲み合わせ、副

作用がないかを確認できます。病院では保険証や診察券と一緒にお薬手帳も出しましょう。
　　また、災害時や緊急時に救命士や救急士があなたが飲んでいる薬や病歴を分かるようにしてお

くと適切な対応ができます。

自宅に薬の飲み残しはありませんか
　　飲み残しの薬をそのままにしておくと、古い薬を飲んで飲み間違いの原因になったり、勝手な判断

で飲んで思わぬ副作用が起きたりすることがあります。
　　飲み残しの薬を薬局に持っていくと、薬剤師が必要な薬かどうかを判断します。薬は正しく飲むこ

とで本来の治療効果が期待でき、飲み残しの薬を減らすことで医療費の削減にもつながります。
※薬局では『お薬手帳』、『おくすり整理相談バッグ』を無料で渡しています。薬や健康について気軽

に相談できる『かかりつけ薬剤・薬局』を持ちましょう。
● 問合先　▷一般社団法人　佐賀県薬剤師会（☎０９５２㉓８９３１）　▷県後期高齢者医療広域連合業務課企画・

保健係（☎０９５２◯８４７６）　▷長寿社会課医療保険係（☎㉓２１５３）

● 問合先　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

第４次市地球温暖化対策実行計画『ストップ ザ 温暖化いまりアクションプログラム』

　市役所などの行政機関は、大規模な事業者・消費者としての立場から、環境保全活動のための行動を自ら率先して
実行し、環境負荷の低減に取り組む必要があります。このことから、市では 2001 年の第１次実行計画の策定以来、
さまざまな取り組みを行ってきました。今後、さらに取り組みの強化を図り、市の事務事業から排出される二酸化炭
素の一層の削減を目指すため、第 4 次市地球温暖化対策実行計画『ストップ ザ 温暖化いまりアクションプログラム』
を策定しました。

◆計画の内容など
● 取り組み期間　2017 年度〜 2021 年度
● 取り組み対象　市のすべての事務事業
● 基本方針
　①環境に配慮した職場づくり
　②環境に配慮した公共事業の実施
　③職員一人一人の環境保全活動の推進
● 削減目標
　①二酸化炭素排出量を 2021 年度までに５㌫以上削

減（2016 年度比）
※エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）

において、一定以上の電気、燃料を使用する事業所
には年平均１パーセント以上削減の努力義務があり
ます。

● 削減目標値　市有施設を４つに区分し、それぞれに目標値
を設定しました。

　Ａ：主に職員が使用する施設（庁舎など）
　Ｂ：主に市民が使用する施設（公民館、学校など）
　Ｃ：事業活動を行う施設（水道施設、下水道施設など）
　Ｄ：新・増改築した施設（有田川浄水場）
　※ Ｄは数値目標は設定せず、最大限環境に配慮し、二
　　酸化炭素の削減に努めます。
● 目標達成のための主な取り組み
　▷空調の適切な使用期間と適正温度設定の調節
　▷クールビズ・ウォームビズの推進
　▷エコドライブの推進
　▷施設の省エネ診断の受診（新規）
　▷環境に配慮した電力契約の検討（新規）

◇施設区分ごとの数値目標などの詳細は、市ホームページで確認するか、問い合わせて下さい。

インフォメーション

■対　象
処方された先発医薬品をジェネリック医薬品に切り替え
た場合に、１か月当たり一定額以上自己負担額の軽減が
見込まれる人が対象です。

■問い合わせ窓口
問い合わせ専用窓口『国民健康保険中央会コールセン
ター』を設けています。通知書裏面にコールセンターの
フリーダイヤルを記載していますので、ご利用ください。

64
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笑

　『
笑
点
』
は
毎
週
日
曜
日
の
夕

方
に
日
本
テ
レ
ビ
系
列
で
放
送

さ
れ
て
い
る
演
芸
番
組
で
す
。

そ
の
番
組
内
の
『
大お
お

喜ぎ

利り

』
は
、

司
会
者
が
お
題
を
与
え
、
５
人

の
落
語
家
が
な
ぞ
か
け
や
川
柳

な
ど
で
返
答
し
ま
す
。
司
会
者

の
裁
量
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
ら

座
布
団
を
与
え
、
気
に
入
ら
な

か
っ
た
ら
没
収
さ
れ
る
と
い
う

人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
ま
さ
に

半
世
紀
に
わ
た
り
、
今
も
な
お

変
わ
ら
ず
に
お
茶
の
間
を
笑
わ

せ
て
い
る
長
寿
番
組
で
す
。

　
怒
る
表
情
は
人
間
以
外
の
動

物
も
見
せ
ま
す
が
、
笑
う
表
情

を
見
せ
る
の
は
人
間
だ
け
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
人
間
に
と
っ
て
『
笑

い
』
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
な
の
で
す
。
落
語
や
漫
才
な

ど
が
昔
か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
て

い
る
所ゆ
え
ん以
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
人
間
の
暮
ら
し
は
喜

怒
哀
楽
の
繰
り
返
し
で
す
。
時

に
は
悲
し
い
こ
と
や
苦
し
い
こ

と
に
遭
遇
し
、
落
ち
込
む
時
も

あ
り
ま
す
が
、
笑
う
こ
と
こ
そ

が
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
薬
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　『
一
笑
一
若
』
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、
高
齢
者
が
月

に
一
度
、
落
語
な
ど
の
面
白
お

か
し
い
話
を
聞
く
と
脳
が
若
返

り
、
認
知
症
予
防
に
も
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
田
英
雄

さ
ん
の
『
男
の
一
生
』
と
い
う

歌
に
は
『
顔
で
笑
っ
て
心
で
泣

い
て
』
と
い
う
歌
い
出
し
が
あ

り
ま
す
。
本
心
を
表
に
出
せ
ず

に
辛
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、脳
科
学
の
観
点
か
ら
は
、

笑
顔
を
作
る
こ
と
だ
け
で
ス
ト

レ
ス
の
緩
和
に
つ
な
が
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
笑
顔
に
は
い
ろ
い
ろ
な
効
能

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　『
笑
顔
に
勝
る
化
粧
は
な
い
』

『
笑
う
門
に
は
福
来
る
』
な
ど
、

笑
い
に
ま
つ
わ
る
慣
用
句
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

受
験
生
に
と
っ
て
『
泣
い
て
も

笑
っ
て
も
』
待
っ
た
な
し
の
試

験
シ
ー
ズ
ン
。
合
格
の
知
ら
せ

に
『
破
顔
一
笑
』
と
な
る
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和

　
12
月
22
日
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ

イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
と
市

は
、
地
方
創
生
に
関
す
る
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

両
者
の
持
つ
資
源
を
有
効
に
活
用

し
た
協
働
に
よ
る
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
地
方
創
生
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

地
域
・
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
に

関
す
る
こ
と
や
、
観
光
の
振
興
な

ど
で
連
携
。
学
校
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
で
の
交
通
教
室
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
接
客
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
と

地
方
創
生
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結↑渡邊達裕支店長（左）と握手をする

塚部芳和市長

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
今
後
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
南
波
多
町
水
留
区
が
宝
く
じ
助

成
金
を
活
用
し
て
整
備
を
進
め
て

い
た
屋
外
放
送
設
備
の
整
備
が
１

月
に
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
災
害
発
生
時
や
緊
急
時
に
お

け
る
的
確
な
情
報
伝
達
が
可
能
と

な
り
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活
性
化
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
収
入
を
財

源
と
し
て
、
住
民
の
自
主
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
設
備
の
整
備
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進

　
　
　
水
留
区
屋
外
放
送
設
備
を
整
備

▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
12
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

《
成
人
式
開
催
事
業
》

▼
記
念
植
樹
用
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ５

本

大
川
内
　
悟
（
東
円
蔵
寺
）

大
阪
市
で
『
伊
万
里
・

松
浦
フ
ェ
ア
』
を
開
催

　
期
間
中
は
、
ホ
テ
ル
３
階
の
レ

ス
ト
ラ
ン
『
鉄
板
焼 

銀
杏
』
と
『
フ

ラ
ン
ス
料
理
レ
・
セ
レ
ブ
リ
テ
』

で
、
伊
万
里
市
と
松
浦
市
の
食
材
を

使
っ
た
フ
ェ
ア
限
定
メ
ニ
ュ
ー
が

伊
万
里
焼
の
器
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

●

期
　
間
　
２
月
１
日
（
木
）
〜

　
４
月
１
日
（
日
）

●

場
　
所
　
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
　

　（
大
阪
市
中
央
区
西
新
斎
橋
１

丁
　
目
３ｰ

３
）

●

問
合
先
　
観
光
課
伊
万
里
ブ
ラ

ン
ド
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
０
）

インフォメーション

フェアで提供される
料理のイメージ

↑整備された屋外放送設備（一式）
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暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

　
２
月
７
日
は
『
北
方
領
土
の
日
』

（
２
月
は
『
北
方
領
土
返
還
運
動
全

国
強
調
月
間
』）
で
す
。
北
方
領
土

と
は
、
択え

と
ろ
ふ捉
島と

う

、
国く

な
し
り後
島と

う

、
色し

こ
た
ん丹

島と
う

、
歯は

ぼ
ま
い舞
群ぐ

ん

島と
う

の
四
島
の
こ
と
で
、

日
本
固
有
の
領
土
で
す
。

●

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

●

対
　
象
　
県
内
在
住
の
40
歳
以

上
（
３
月
31
日
現
在
）
の
女
性

で
、
過
去
に
乳
が
ん
検
診
（
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
を
受
診
し
た

こ
と
が
な
い
人
。
ま
た
、
前
回

の
受
診
か
ら
３
年
以
上
経
過
し

て
い
る
人
。

●

日
　
時
　
３
月
３
日
（
土
）・
４

日
（
日
）　
午
前
８
時
30
分
〜
10

時
30
分

●

場
　
所
　
公
益
財
団
法
人
佐
賀

　
県
健
康
づ
く
り
財
団
（
佐
賀
市
）

●

検
診
料
　
無
　
料

●

申
込
日
時
　
２
月
19
日
（
月
）
〜

　
23
日
（
金
）　
午
前
９
時
〜
午
後

３
時

●

定
　
員
　
１
１
０
人
（
先
着
順
）

●

申
込
・
問
合
先
　
公
益
財
団
法

人
佐
賀
県
健
康
づ
く
り
財
団

（
☎
０
９
５
２
㊲
３
３
０
３
）

▽
改
定
後
　
駐
車
時
間
が
24
時
間

ま
で
は
５
０
０
円
で
打
ち
切
り
。

24
時
間
を
超
え
る
場
合
は
24
時

間
ご
と
に
５
０
０
円
を
上
限
に

加
算

※
駅
前
駐
車
場
は
上
限
設
定
済
み

●

割
引
（
中
央
駐
車
場
・
駅
前
駐

　
車
場
）

▽
内
　
容
　
65
歳
以
上
の
人
、
駅

ビ
ル
施
設
や
市
が
認
定
す
る
店

舗
な
ど
を
利
用
す
る
人
に
対
し
、

時
間
駐
車
料
金
か
ら
１
５
０
円

を
割
り
引
き
ま
す
。

●

市
が
認
定
す
る
割
引
対
象
店
舗

の
申
請
受
付
　
２
月
上
旬
を
め

ど
に
申
請
受
け
付
け
を
開
始
し

ま
す
。
認
定
を
希
望
す
る
場
合

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

請
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
・
問
合
先

　
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工

振
興
係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

　
４
月
15
日
（
日
）
執
行
予
定
の

伊
万
里
市
長
選
挙
に
伴
う
立
候
補

届
出
事
務
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●

日
　
時
　
２
月
23
日
（
金
）

午
前
９
時

●

場
　
所
　
市
役
所
第
３
会
議
室

●

問
合
先
　
選
挙
管
理
委
員
会

（
　
☎
㉓
２
０
２
７
）

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

　
軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
や

バ
イ
ク
な
ど
を
所
有
す
る
場
合
に

か
か
る
税
金
で
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
な
ど
を
使
用
し
な
く

な
っ
た
り
、
他
人
に
譲
渡
ま
た
は

業
者
に
下
取
り
に
出
し
た
り
し
た

場
合
な
ど
は
、
３
月
末
日
ま
で
に

廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
申
告
手

続
き
を
行
わ
な
い
と
、
登
録
名
義

人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

●

問
合
先
　

▽
軽
自
動
車
（
総
排
気
量
６
６
０

㏄
以
下
）、
ま
た
は
１
２
５
㏄
を

お
知
ら
せ

超
え
２
５
０
㏄
以
下
の
二
輪
車

に
つ
い
て
　
佐
賀
県
軽
自
動
車

協
会（

☎
０
９
５
２
㉚
８
４
４
２
）

▽
２
５
０
㏄
を
超
え
る
二
輪
車
に

つ
い
て
　
佐
賀
運
輸
支
局

　（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
８
２
）

▽
１
２
５
㏄
以
下
の
原
付
バ
イ
ク
、

お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車
（
ト

ラ
ク
タ
ー
、
乗
用
田
植
機
な
ど
）

に
つ
い
て
　
税
務
課
市
民
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

　

４
月
１
日
（
日
）
か
ら
、
時
間

駐
車
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

●

上
限
設
定
（
中
央
駐
車
場
）

▽
現
　
行
　
30
分
以
内
１
０
０
円
、

　
そ
の
後
30
分
ご
と
に
50
円
加
算

軽
自
動
車
な
ど
の
各
種

手
続
き
は
お
早
め
に

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌
や簡単な製作などを行います。

▷日　時　２月 21 日（水）
　　　　午前 10 時〜正午

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ
②お誕生会（要申込）２月生まれ
の乳幼児とその保護者
▷日　時　２月 28 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜正午
▷場　所　市民センター文化ギャラリー
◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

市
営
中
央
・
駅
前
駐
車
場

の
時
間
駐
車
料
金
改
定

市

長

選

立

候

補

届
出
事
務
説
明
会

２

月

７

日

は

北

方

領

土

の

日

乳

が

ん

検

診

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
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暮らしのチャンネル

◆ 働き方改革セミナー ◆
なぜ、今、働き方改革が必要なのか

〜改革の必要性と進め方〜

　企業と働く人の双方が成長するために、働き方
や職場環境の改革に取り組むことが必要です。働
き方改革の必要性と働きやすい職場環境づくりに
ついて学習します。

市
民
図
書
館

◆
女
性
一
日
消
防
官
　

　
３
月
６
日
（
火
）

伊
万
里
消
防
署

●

問
合
先
　
伊
万
里
消
防
署
消
防

３
課
（
☎
㉓
２
１
１
８
）

●

日
　
時
　
２
月
18
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所  

伊
万
里
梅
園（
藤
ノ
尾
）

●

内
　
容
　

▽
も
ち
つ
き
、
市
内
小
学
校
う
め

学
習
発
表
会
、
梅
の
種
飛
ば
し

大
会
、
抽
選
会
な
ど

▽
ふ
れ
あ
い
市
場
（
梅
加
工
品
の

販
売
、
梅
う
ど
ん
や
梅
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
軽
食
販
売
）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ

　
市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
き
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

の
要
配
慮
者
の
う
ち
、
災
害
時
に

自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

を
対
象
と
し
た
『
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
を
地
域
の
避
難
支
援

等
関
係
者
（
民
生
委
員
、
駐
在
員

な
ど
）
へ
提
供
し
、
日
頃
か
ら
の
見

守
り
や
声
か
け
な
ど
地
域
の
支
援

活
動
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
避
難
行
要
支
援
者
名
簿
掲

載
者
に
対
し
、
事
前
提
供
に
つ
い

て
の
同
意
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
12
月
下
旬
か
ら
１

月
に
か
け
て
関
係
書
類
を
郵
送
し

て
い
ま
す
の
で
、
同
意
確
認
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
、『
収
入
保

険
制
度
』
が
始
ま
り
ま
す
。
収
入

保
険
と
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
収

量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下

避
難
行
動
要
支
援
者

に
対
す
る
同
意
確
認

な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補ほ

塡て
ん

す
る
保
険
の
こ
と
で
す
。

　
対
象
者
は
、
青
色
申
告
を
行
い
、

経
営
管
理
を
適
正
に
行
っ
て
い
る

農
業
者
で
、
加
入
申
請
時
に
青
色

申
告
（
簡
易
的
な
方
式
を
含
む
）

の
実
績
が
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。

　
平
成
31
年
１
月
に
収
入
保
険
に

加
入
す
る
た
め
に
は
、
平
成
29
年

分
の
青
色
申
告
を
行
っ
て
お
く
こ

と
が
要
件
に
な
り
ま
す
。

　
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た

め
に
は
、
個
人
の
場
合
、
３
月
15

日
（
木
）
ま
で
に
『
青
色
申
告
承

認
申
請
書
』
を
税
務
署
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
有
田
地
区
農

業
共
済
組
合
（
☎
㉓
２
０
４
５
）

●

期
　
間
　

　
３
月
１
日
（
木
）
〜
７
日
（
水
）

●

重
点
目
標
　

▽
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

▽
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発

生
防
止
対
策
の
推
進

▽
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

●

期
間
中
の
行
事
な
ど

◆
小
学
生
防
火
作
文
・
消
防
ス
ケ
ッ

チ
作
品
展
示

　
３
月
１
日
（
木
）
〜
７
日
（
水
）

※
駐
車
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
無
料
送
迎
バ
ス
（
Ｊ

Ａ
伊
万
里
本
所
・
伊
万
里
駅
前

発
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
果
樹
園

芸
課
（
☎
㉓
５
５
６
０
）

●

日
　
時
　
２
月
12
日
（
月
・
休
）

午
前
10
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
海
・
船
・
船
舶
免
許

　
に
関
す
る
講
習
会
、
釣
り
具
の

販
売
会
な
ど

●

参
加
料
　
無
　
料

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

●

問
合
先
　
伊
万
里
湾
小
型
船
安

全
協
会
（
☎
㉗
０
１
１
８
）

春
の
火
災
予
防
運
動

伊
万
里
梅
ま
つ
り

農
業
者
の
皆
さ
ん

青
色
申
告
始
め
ま
せ
ん
か

● 日　時　２月 23 日（金）　午後１時 30 分
● 場　所　立花公民館
● 内　容　

（１）働き方改革の必要性（45 分）
▷講　師　大田　隆さん（佐賀労働局雇用環境・均

等室　雇用環境改善・均等推進監理官）
（２）働きやすい職場環境の整備（45 分）
　　〜会社は何をすればいいのか

人事担当者が知っておきたい基本知識〜　
▷講　師　池上　彰子さん（佐賀労働局雇用環境・

均等室　室長補佐）
● 申込・問合先　男女協働推進課男女協働推進係

（　 ☎㉓２１１５）
※ メールアドレス　danjo@city.imari.lg.jp

● 日　時　３月 21 日（水）
　午前 10 時〜午後２時
● 集合場所　城公民館（山代町）
● 内　容　フットパス体験
● 参加料　3,980円（弁当代、現地案内人代込）
● 募集人数　10 人程度
● 受付期間　２月 13 日（火）〜３月 14 日（水）
● 企画・運営・主催　クラブツーリズム株式

会社九州旅行センター
※ 募集人数に達ししだい締め切ります。
※市内からの参加者のほかに、福岡県内から

の参加者（約 35 人）が同行します。
※詳しい旅行条件を確認してもらう必要があ

るため、この記事をもっての申し込みは受
け付けられません。詳細は下記まで問い合
わせてください。

● 問合先　観光課グリーン・ツーリズム係
（　 ☎㉓２１１０）

日帰り体験バスツアー
『畑の中のレストラン』

海
難
防
止
安
全
講
習
会
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暮らしのチャンネル

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

（
地
区
）
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

●

問
合
先
　
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

　
会
事
務
局
・
松
本

（
☎
０
９
０
‐

３
７
３
７
‐

２
５
９
３
）

●

期
　
日
　
３
月
18
日
（
日
）

●

コ
ー
ス
　
都
川
内
ダ
ム
周
辺

●

内
　
容
　
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
に

　
挑
戦
し
て
焼
き
肉
の
材
料
を
獲

　
得
し
、
ゴ
ー
ル
後
は
、
焼
き
肉

大
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
み
ま
す
。

●

参
加
方
法
　
市
内
に
在
住
す
る

子
ど
も
と
大
人
で
構
成
す
る
１

組
３
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ

※
小
学
３
年
生
以
下
の
み
の
参
加

は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

●

参
加
料
　
１
組
２
０
０
０
円

●

募
集
チ
ー
ム
数
　
60
組

●

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
（
往

信
欄
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
と
参
加
者
の

氏
名
と
年
齢
を
記
入
）

※
返
信
欄
は
記
入
不
要

●

募
集
期
限
　
２
月
23
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　

　
〒
８
４
８
‐
０
０
４
５
　
松
島

町
73
番
地
１
　
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

　（
社
会
福
祉
法
人
　
志
真
会
）

ほ
か

●

受
講
料
　
無
　
料

●

申
込
方
法  

参
加
申
込
書
を
提
出

※
申
込
書
は
長
寿
社
会
課
、
各
町

（
地
区
）
公
民
館
な
ど
に
備
え
付

け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

●

問
合
先
　
長
寿
社
会
課
介
護
給

付
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
４
）

●

日
　
時
　
２
月
17
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分

●

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　

▽
演
　
題
　
郷
土
の
宝
『
タ
イ
ワ

ン
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
』

▽
発
表
者
　
松
本
　
輝
彦
さ
ん

　（
タ
イ
ワ
ン
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
保

存
会
会
長
）

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉒
１
２
６
２
）

◆
一
般
機
械
器
具
製
造
業
関
係

▽
賃
金
額
　
８
２
７
円
（
１
時
間
）

▽
効
力
発
生
日平

成
30
年
１
月
３
日

◆
電
気
機
械
器
具
製
造
業
関
係

▽
賃
金
額
　
７
９
５
円
（
１
時
間
）

▽
効
力
発
生
日平

成
29
年
12
月
22
日

◆
陶
磁
器
・
同
関
連
製
品
製
造
業

▽
賃
金
額
　
７
３
８
円
（
１
時
間
）

▽
効
力
発
生
日平

成
29
年
12
月
２
日

●

問
合
先

　
佐
賀
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
０
９
５
２
㉜
７
１
７
９
）

●

登
録
受
付  

２
月
15
日
（
木
）・
16

日
（
金
）　
午
後
６
時
〜
８
時

●

場
　
所  

協
会
事
務
所（
国
見
台
）

●

登
録
料  

８
０
０
０
円

※
登
録
用
紙
は
、
事
務
局
か
各
町

●

日
　
時
　
２
月
18
日
（
日
）

午
後
１
時

●

場
　
所
　
ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー

　
伊
万
里

●

内
　
容
　
24
時
間
い
つ
で
も
必

要
な
時
に
対
応
が
可
能
な
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
在
宅
介
護

に
役
立
つ
情
報
の
紹
介

●

対
　
象
　
ど
な
た
で
も

●

講
　
師
　
津
金
沢
　
寛
さ
ん

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

平
成
30
年
度
登
録
受
付

知

っ

て

得

す

る

在
宅
介
護
セ
ミ
ナ
ー

お
知
ら
せ

市

郷

土

研

究

会

個
人
研
究
発
表
会

佐
賀
県
特
定
（
産
業

別
）
最
低
賃
金
が
改
定

伊万里有田共立病院より

上部消化管内視鏡検査（胃カメラ）の勧め

　上部消化器官内視鏡検査（胃カメラ）は、食道がんや
胃がんの早期発見につながることはもちろん、ヘリコバ
クターピロリ（ピロリ菌）感染が疑わしいかどうか確認
することができます。
　ピロリ菌は胃がん、胃十二指腸潰瘍、ＭＡＬＴリン
パ腫や突発性血小板減少性紫斑病などとの関連が指摘
されており、『H.pylori 感染の診断と診療ガイドライン
2009 改訂版』ではこれらの疾患予防の観点から感染を
認めた場合には除菌療法が勧められています。実際、佐
賀県では中学２年生を対象にピロリ菌に対する除菌療法
が行われています。また、幼少期に感染した場合に定着
感染を来すことが知られており、子どもや孫に感染を広
げないためにも一度検査を受けることをお勧めします。
　症状がない場合でもピロリ菌がいるか確認したい場合
は当院まで気軽に連絡してください。

● 問合先　伊万里有田共立病院内科（☎㊻２１２１）

募
　
　
集

ス
タ
ミ
ナ
焼
肉
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
参
加
チ
ー
ム

お

知

ら

せ

相談
無料

秘密
厳守

査定
無料
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●

日
　
時
　
３
月
25
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分

●

集
合
場
所
・
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

　
波
多
津
ふ
れ
あ
い
広
場

●

コ
ー
ス
（
10
㌔
）
な
ど

　
国
の
重
要
有
形
文
化
財
『
田
嶋

神
社
』
→
花
桃
の
『
あ
ぐ
り
山
』

→
桜
の
『
高
尾
山
』
→
『
波
多

津
漁
港
』

※
６
㌔
コ
ー
ス
、
２
・
５
㌔
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

※
抽
選
会
や
、
伊
万
里
牛
・
海
鮮

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
要
予
約
）
も

あ
り
ま
す
。

暮らしのチャンネル

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

市
民
図
書
館

募

集

婚活イベント♥ ♥

●

募
集
期
限
　
２
月
16
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
大
川
内
公
民
館

　（
　
☎
㉓
２
７
７
４
、

　
㉓
０
４
１
９
）

　
市
営
水
道
水
の
平
成
30
年
度
水

質
検
査
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

利
用
者
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た

め
、
計
画
（
案
）
に
対
す
る
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

●

計
画（
案
）の
公
表
先

▽
水
道
部
管
理
課
ま
た
は
浄
水
場

管
理
事
務
所

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.im

a
ri.

saga.jp
/5

6
3
5
.h

tm

●

応
募
方
法

　
郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は

直
接
持
参

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
限

　
２
月
28
日
（
水
）

●

応
募
・
問
合
先

▽
水
道
部
管
理
課
管
理
係

　
〒
８
４
８
‐
０
０
２
７
　
立
花

町
１
５
４
２
番
地
１
（
☎
㉓

５
４
０
０
、　
㉓
２
１
４
７
）

▽
浄
水
場
管
理
事
務
所 

 
〒
８
４
８
‐
０
０
３
２
　
二
里
町

大
里
甲
１
５
０
６
番
地
（
　
☎

㉓
３
０
７
０
、　
㉓
３
２
１
６
）

●

日
　
時
　
３
月
４
日
（
日
）

午
前
10
時

●

コ
ー
ス
　
大
川
内
小
学
校
〜
大

川
内
山
（
３
・
４
㌔
）

※
ゴ
ー
ル
後
は
、
だ
ご
汁
サ
ー
ビ

ス
や
、
お
楽
し
み
抽
選
会
を
行

い
ま
す
。

●

参
加
料
　
１
人
３
０
０
円

※
昼
食
や
飲
み
物
は
、
各
自
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
方
法
　
各
町
（
地
区
）
公

民
館
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
直
接
持
参

秘
窯
の
里
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者

●

参
加
料
（
当
日
徴
収
）

▽
一
　
般
　
　
　
５
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円

※
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

※
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

●

応
募
方
法

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

※
参
加
申
込
書
は
、
波
多
津
公
民

館
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
３
月
16
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先  

波
多
津
公
民
館

（
　
☎
㉕
０
０
０
１
、

　
㉕
１
１
４
０
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　h
a
ta

tsu
-

　k
o
u
@

c
ity

.im
a
ri.lg

.jp
FAX

波
多
津
ウ
ォ
ー
ク

参

加

者

FAX

● 日　時　３月４日（日）午前 10 時〜午後４時
※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者のみ

に案内します。
● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機に伊

万里市に住む意思がある 20 歳以上の独身の人
● 参加料　1,500 円（男飯代、保険料）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各 12 人
※ 応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　２月 22 日（木）

② 40 歳からのランチ会
● 日　時　３月 18 日（日）午前 10 時〜午後２時
※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者のみ

に案内します。
● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機に伊

万里市に住む意思がある 40 歳以上の独身の人
● 参加料　2,000 円（ランチ代、保険料）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各 10 人
※ 応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　３月８日（木）

● 応募・問合先　伊万里暮らし応援課内　
　市婚活応援推進協議会（　☎㉓２９５０）
※ メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

《 ①・②共通事項 》

水
道
水
の
水
質
検
査
計
画

（
案
）
に
対
す
る
意
見

FAX
FAX

TEL 0955-22-5188
FAX 0955-22-5189

http://www.yamain.com/
mailto: post@yamain.com

YAMAGUCHI
PRINTING
CO.,LTD

広告

① 創作アートで恋活！
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暮らしのチャンネル
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知

ら

せ

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

●

雇
用
形
態
　
嘱
託
職
員

●

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
45
分
（
週
５
日
勤
務

で
土
・
日
曜
、
祝
日
は
休
み
）

●

募
集
人
数
　
２
人

●

選
考
方
法
　
面
接
（
随
時
実
施
）

※
履
歴
書
と
免
許
証
（
資
格
証
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
・
問
合
先
　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
介
護
予
防
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
５
）

　
番
組
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
手

紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た

め
、
市
内
の
『
忘
れ
ら
れ
な
い
場

所
、
風
景
』
に
ま
つ
わ
る
手
紙
を

募
集
し
ま
す
。

●

募
集
内
容
　
忘
れ
ら
れ
な
い
場

所
、
風
景
に
ま
つ
わ
る
手
紙

●

応
募
方
法
　

▽
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　w

w
w

.

n
h
k.o

r.jp
/ko

ko
ro

tab
i/

▽
フ
ァ
ッ
ク
ス

　（
０
３
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７
）

▽
郵
　
送

　
〒
１
５
０
‐
８
０
０
１
　
Ｎ
Ｈ

Ｋ
『
こ
こ
ろ
旅
』
係

●

募
集
期
限  

３
月
26
日（
月
）必
着

●

問
合
先
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
‐
０
６
６

‐
０
６
６
）
ま
た
は
（
☎
０
５
０

‐
３
７
８
６
‐
５
０
０
０
）

▽
健
康
な
学
習
机

　
費
　
用
　
２
万
３
０
０
０
円

●

募
集
人
数
　
各
５
人
（
先
着
順
）

●

募
集
開
始
　
２
月
11
日（
日
・
祝
）

●

応
募
・
問
合
先

▽
伊
万
里
西
松
浦
森
林
組
合

（
☎
㉓
３
３
９
８
）

▽
ピ
ノ
キ
オ
の
家

（
　
☎
㉒
２
８
２
２
）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
の
み

●

職
　
種
　
介
護
支
援
専
門
員
・

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
・
看
護
師

●

職
務
内
容
　
介
護
保
険
に
お
け

る
要
支
援
者
等
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
な
ど

書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
間
　
２
月
13
日
（
火
）
～

　
２
月
23
日
（
金
）

※
応
募
者
が
５
人
に
達
し
た
場
合

は
期
限
前
に
締
め
切
り
ま
す
。

●

面
接
日
（
予
定
）
３
月
上
旬

●

応
募
・
問
合
先
　
水
道
部
管
理

課
管
理
係
（
　
☎
㉓
５
４
０
０
）

●

日
　
時
　
３
月
の
開
館
日
（
土
・

日
曜
、
祝
日
、
春
休
み
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●

場
　
所
　
ピ
ノ
キ
オ
の
家

●

内
　
容

▽
か
わ
い
い
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン

　
費
　
用
　
１
万
円

●

業
務
内
容
・
募
集
人
数

　
水
道
メ
ー
タ
の
検
針
（
個
人
委

　
託
）　
１
人

●

委
託
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成

31
年
３
月
31
日

※
業
務
成
績
が
優
秀
な
場
合
は
契

　
約
更
新
あ
り

●

年
齢
制
限
　
昭
和
30
年
４
月
２

　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

●

応
募
方
法

　
市
水
道
部
備
え
付
け
の
募
集
要

項
を
確
認
、
了
承
の
う
え
履
歴

募
　
　
集

水

道

メ

ー

タ

検
針
業
務
受
託
者

県
産
ム
ク
材
を
使

っ
た
も
の
づ
く
り

Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
に
っ
ぽ
ん
縦
断

こ
こ
ろ
旅
』
の
手
紙

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

嘱

託

職

員

みなと見学バスツアー
参加者募集

● 日　時
▷１回目　２月 23 日（金）午後１時〜４時
▷２回目　２月 28 日（水）午後１時〜４時
● 内　容　臨港道路七ツ島線の工事現場や伊

万里港国際コンテナターミナル、名村造船
所内の建造ドックなどを巡る見学ツアー

● 参加料　無　料
● 集合場所　伊万里駅前（西駅ビル：ＭＲ側）
● 応募方法　郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、

年齢、電話番号、希望日（23 日か 28 日）
を明記し、はがきまたはメールで応募

● 募集人数　各日 40 人程度
※ 応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　２月 13 日（火）必着
● 応募・問合先
　〒 847-0013　唐津市南城内 1-1　国土交

通省九州地方整備局　唐津港湾事務所　総
務課（☎０９５５○３１０９）

※ メ ー ル ア ド レ ス　mailbox-k89ue@mlit.
go.jp

※ 詳 細 は 唐 津 港 湾 事 務 所 ホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.pa.qsr.mlit.go.jp/karatsu/）
で確認してください。

伊万里港国際コンテナターミナル

72
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暮らしのチャンネル

お

知

ら

せ

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

２月の巡回日

片山善博さん講演会

『金曜日の本』　

吉田篤弘／著
中央公論新社

５・12・19・26 日
22 日（館内整理休館）

２月の休館日

新刊案内

『かわいいゴキブリの
 女の子 メイベルと

ゆめのケーキ』
ケイティ・スペック／作

おびかゆうこ／訳
大野八生／画
福音館書店

　
お
い
し
そ
う
な
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を

見
つ
け
た
メ
イ
ベ
ル
は
、
暗
く
な
る

ま
で
近
づ
け
ま
せ
ん
。
ネ
コ
や
人
間

に
見
つ
か
る
と
大
変
で
す
。
食
べ
物

を
探
す
た
び
に
周
り
に
気
を
つ
け
る

メ
イ
ベ
ル
は
、
お
う
ち
で
ゆ
っ
く
り

食
事
を
楽
し
み
た
い
と
願
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
は
た
ら
き
ア
リ
の
バ
ー

ニ
ス
が
メ
イ
ベ
ル
の
お
う
ち
に
や
っ

て
き
ま
す
。
バ
ー
ニ
ス
は
メ
イ
ベ
ル

に
食
べ
物
を
運
ん
で
く
れ
る
と
い
う

の
で
す
。

　
著
者
が
少
年
時
代
を
書
い
た
エ
ッ

セ
イ
で
す
。
常
に
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

だ
っ
た
『
ぼ
く
』
は
世
界
が
狭
か
っ

た
が
、
本
は
常
に
身
近
に
あ
り
孤
独

で
は
な
か
っ
た
と
語
り
ま
す
。
ま
た
、

本
は
『
読
む
時
間
』
だ
け
で
な
く
『
選

ぶ
時
間
』
が
あ
り
、
自
分
が
時
間
を

か
け
て
選
ん
だ
本
に
は
愛
着
が
湧
く

こ
と
も
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。
読
み
終

わ
る
頃
に
は
、
自
分
の
足
で
お
気
に

入
り
の
本
を
探
し
に
行
き
た
く
な
る

一
冊
で
す
。

　首長時代から図書館の大切さを訴え、
積極的な図書館の活用を呼びかけていた
片山さん。昨年、市民図書館の名誉館長
に就任され、心強い味方となっていただ
いています。
　名誉館長としての初めての講演会に、
ぜひお越しください。

▷日　時　２月 18 日（日）　午後２時
▷場　所　市民センター　文化ホール
▷入場料　無　料
▷講　師　片山　善博さん
　　　　　（早稲田大学教授）
▷演　題　『図書館が社会を潤す』

● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

　　　市民図書館名誉館長日 巡 回 場 所 時　間

６日
・

20 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~
JA 滝野出張所 11:30~
国 見 公 民 館 14:00~
山 口 病 院 14:15~
国見団地集会所 14:40~

７日
・

21 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~
伊万里松浦病院 14:00~
西 田 病 院 14:40~

１日
・

15 日
（木）

西 光 苑 11:00~
ケアハウスいまり 11:30~
市民センター 14:15~

９日
・

23 日
（金）

南波多公民館 11:20~
田 代 公 民 館 11:30~
原屋敷公民館 13:40~
JA 前平出張所 14:00~

23 日 デ イ な が や ま 14:40~
９日 グランパランいまり 14:40~

日 巡 回 場 所 時　間

13 日
・

27 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
楽 寿 園 14:50~
ケアセンターくちいし 15:10~

14 日
・

28 日
（水）

小石原公民館 11:00~
東 山 代 公 民 館 13:50~
向 陽 園 14:00~
伊万里鍋島焼会館 14:30~

２日
・

16 日
（金）

波多津公民館 11:30~
JA 大 川 支 所 14:30~

２日 大 川 公 民 館 14:00~
16 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

８日 こ ど も ハ ー ト フ ル
センターひまわり園 14:00~

※このほか保育園や小学校、
会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

広告
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市
民
相
談
ほ
か

募

集

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
29
年
11
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
２
月
22
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
28
年
７
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
２
月
８
日
（
木
）

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
素
塗
布
を
行

い
ま
す
（
３
０
０
円
）。

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
26
年
６
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
２
月
15
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、
正
午

か
ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
期
日

▽
平
成
29
年
７
月
生
ま
れ

２
月
６
日
（
火
）

▽
平
成
29
年
８
月
生
ま
れ

３
月
７
日
（
水
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時

30
分
（
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、

正
午
か
ら
）

▼
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談

◆期　日　２月 19 日（月）
◆受付時間
　午前９時 30 分〜 11 時
◆対　象　妊産婦・乳幼児
◆内　容　身体計測、離乳食、

むし歯予防などの育児相談

◆日　時　２月 16 日（金）
　午後３時〜４時 30 分
◆内　容　予防接種・歯・肌・

病気のときの対応・ゆさぶら
れ症候群について

※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　２月 13 日（火）
　午前９時 30 分〜午後３時

※予約が必要です。

◆日　時　２月 13 日（火）
　午前９時〜正午、

午後１時〜３時
◆対　象　40 歳未満
◆内　容　臨床心理士による個
　別・訪問相談（１人１時間程度）
※予約が必要です。
※場所は、いずれも市民センター

です。

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

７

か

月

児

相

談

　 市 民 健 康 相 談　

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０）

▼
対
象

▽
第
１
期
　
生
後
12
か
月
か
ら
24

か
月
未
満

▽
第
２
期
　
平
成
23
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日
生
れ

▼
第
２
期
の
接
種
期
限

　
３
月
31
日
（
土
）

▼
実
施
医
療
機
関

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
子
育
て
・

教
育
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
平
成
17
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
接
種
期
限

　
13
歳
の
誕
生
日
の
前
日

※
未
接
種
者
に
は
通
知
し
て
い
ま

す
の
で
、
接
種
医
療
機
関
な
ど

の
詳
細
は
、
通
知
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風

予

防

接

種

● 対　象　市内在住で食を通じた
健康づくり活動に熱意がある人

● 期　間　５月〜平成 31 年２月
（計８回）

● 時　間　午前９時〜午後３時
● 場　所　市民センター
● 内　容　食事や運動、生活習慣

病予防に関する学習と調理実習
● 受講料　無　料
※ 一部実費負担有り
● 募集人数　７人（先着順）
● 募集開始　２月９日（金）

● 日　時　３月６日（火）
　　　　　午後１時 30 分〜３時
● 場　所　立花公民館
● 内　容　講演・実技
▷演　題
　『姿勢を正していつまでも美し

く』
▷講　師　井　雅代さん
　（九州大学非常勤講師・健康運

動指導士）
● 参加料　無　料
● 募集人数　50 人（先着順）
● 募集開始　２月９日（金）
※実技がありますので、動きや

すい服装で参加してください。

● 対　象　40 〜 74 歳の国民健康保険加
入者で、健康診断未受診者

※ 現在医療機関で治療中の人も対象です
● 期　限　３月 31 日（金）
● 場　所　県内の特定健診実施医療機関
● 料　金　無　料
※受診票または受診券が必要です。持って

いない人は健康づくり課に連絡してくだ
さい。

　４月から、母子健康手帳は子育て世代包
括支援センター（健康づくり課内）でのみ
交付します。市民課での交付はできません
ので注意してください。

受 講 者 募 集 参 加 者 募 集

食生活改善推進員
養成講座

女性の健康づくり
セミナー

　国民健康保険に加入している
40 〜 74 歳の人へ　

特定健診を受けましょう

　母子健康手帳の
交付場所が変わります　

　　食の仲間づくり
　　　　　始めませんか？
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２月の市民相談２月の行事

Ｓ F 商法（催眠商法）とは、閉め切った会場に高齢者などを集め、ま

ず日用品などを無料同然で配って雰囲気を盛り上げた後、高額な商品

を購入させるものです。また、「粗品をもらえる」「販売員の話が楽しい」

などと、長期間にわたって会場に通い続ける間に、次々と契約させら

れてしまうこともあります。販売員から個別に勧誘されたり、親しく

なったりすると断りにくくなりますので、会場には近づかないように

してください。家族や周囲の人も気を配りましょう。
● 問合先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）

Ｓ F 商法（催眠商法）に注意

● 伊万里農林高等学校課題研究並びに就業

　体験発表会

　２日（金）午前 10 時開会

（☎㉓４１３８）

● 県民公開講座　〜いきいき百歳体操〜

　11 日（日）午前 10 時 50 分開会

（☎㉓５１０１）

● 片山善博　市民図書館名誉館長講演会

　18 日（日）午後２時開演

（☎㉓４６４６）

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　18 日（日）午後２時 30 分

　『アルプスの少女ハイジ〜アルムの山〜』

（89 分）

● 図書館めばえの日

　25 日（日）

　▷ぜんざい会〔ホール〕

　　午前 11 時　※ 先着 300 食

　▷古本市〔洋会議室〕

　　午前 10 時〜午後２時

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１

相談窓口名 開設日 時　間 場　所 問合先

法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（14 日・28 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談室

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１木曜日
（１日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（15 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（６日・20日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※ 休日は除く

午前10時〜
午後４時

※ 正午〜午後
１時を除く

行政相談 第３金曜日
（16 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（８日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

第２金・第４日
曜日

（９日・25 日）

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約 金曜日 午前９時30分〜

午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（22 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※ 休日は除く
午前９時〜
午後３時 30分

福祉課社会
福祉係

女性相談
※ 面談は要予約

月・水・金曜日
※ 休日は除く

午前 ９ 時〜
午後４時

相談電話番号 
㉒６７６３

72

食のウォームビズを実践しましょう
冬の温まる料理と言えば鍋ですね。家族や友人と会話を楽しみながら食
べていると、いつの間にか体も室内も温かくなり、心まで温かくなって
暖房も控えめにできるというもの。湯気による加湿効果もあって体感温
度はさらに上昇します。また、みんなが１つの部屋に集まるので、他の
部屋の暖房や照明を使わずに済みます。更に、大根や生姜などの食材を
使うと、体を内側から温める効果があり、風邪の予防にもなりますよ。● 問合先　

　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４） ■ 参考 : 環境省のホームページ　http://www.env.go.jp/

昨年の図書館めばえの日
　　  ぜんざい会の様子
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平成 30 年１月１日現在
● 人口　55,641 人　 （−   26）
　　男　26,798 人　 （−     7）
　　女　28,843 人　 （−   19）
● 世帯　23,205 世帯（−     1）

（　）は前月比

人の動き

この冊子は、１部当たり約 35 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

編  

集  

室  

か  

ら

伊万里ハーフマラソン2018
１月８日、市街地や伊万里湾大橋を巡る『伊万里ハーフマラソン 2018』が
開催されました。全国から 3,300 人余りの市民ランナーが参加。ハーフ

（21.0975㌔）・10㌔・３㌔のコースに分かれ、初春の伊万里路を爽快に走
り抜けました。【12 ページに関連記事を掲載しています】

ハーフマラソンを完走した達成
感は最高の思い出になります

給水所などで大会を支え
たボランティアスタッフ

波平さんも給水が必要です

ゴール後のランナーには伊万里グリーンカレーや伊万里牛元
気鍋などがふるまわれました。その味は格別。

ハーフマラソン完走の喜びを仲間
とともに

難所の伊万里湾大橋
を続々とクリア

ゴールまであと少し。ラストス
パート！ あの美少女戦士が華麗に疾走

ボランティアスタッフも
ランナーを全力サポート

笑顔でハイタッチスタート直後のランナーの波は圧巻

編  

集  

室  

か  

ら

編  

集  

室  

か  

ら

ス
リ
に
遭
い
ま
し
た
。
新
大
阪
駅
の
自

動
改
札
で
、
後
ろ
か
ら
ま
と
わ
り
つ
く

よ
う
に
何
度
も
ぶ
つ
か
っ
て
く
る
人
物

が
。
そ
し
て
強
引
に
横
を
す
り
抜
け
て

い
く
と
い
う
非
常
識
な
行
動
に
、
思
わ
ず

に
ら
み
つ
け
た
相
手
は
、
東
南
ア
ジ
ア

系
の
顔
を
し
た
青
年
で
し
た
。
数
分
後
、

コ
ー
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
小
銭
入
れ
が

消
え
て
い
る
の
に
気
付
い
た
私
。
た
い

し
た
被
害
で
は
な
い
も
の
の
腹
が
立
ち

ま
す
。
ふ
と
思
い
出
し
た
の
が
、
先
に
取

材
し
た
『
外
国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
』
で
の
発
表
者
の
笑
顔
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
そ
の
ス
リ
も
、
一
生

懸
命
に
ス
ピ
ー
チ
し
た
あ
の
若
者
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
、
昔
は
ま
じ
め
に
頑
張
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、

何
と
も
後
味
の
悪
い
体
験
で
す
。
ス
リ

の
青
年
が
そ
う
だ
っ
た
か
ど
う
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
外
国
人
技
能
実
習
生
の

失
踪
が
急
増
し
て
い
る
そ
う
で
す
。（
忠
）
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